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奈
良
県
は
、
関
西
経
済

圏
の
中
で
も
最
大
の
マ
イ
ナ

ス
成
長
だ
。
２
０
１
０
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前
・
以

後
も
奈
良
県
の
経
済
は
一

人
負
け
の
状
態
で
あ
る
。
ま

し
て
奈
良
県
の
企
業
が
従

業
員
に
支
払
う
現
金
給
与

総
額
（
10
年
統
計
）
で
は
、

全
国
最
大
の
下
落
率
を
示

し
て
い
る
。 

 

行
政
は
県
政
お
よ
び
県

内
の
経
済
の
舵
取
り
役
と

言
わ
れ
る
が
、
結
果
が
す
べ

て
物
語
る
よ
う
に
、
政
策
や

施
策
を
抜
本
的
に
改
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

そ
こ
で
本
議
会
に
お
い
て 

「
維
新
」
は
代
表
質
問
で
、

原
因
の
数
値
を
示
し
て

「
い
っ
た
い
今
ま
で
何
を
し
て

き
た
の
か
」
と
質
問
し
た
。

答
弁
は
、
「
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
遅
れ
た
ツ
ケ
」
と
い
う
が
、

そ
の
よ
う
な
問
題
で
は
な
い
。

奈
良
県
の
支
出
に
お
い
て
、

マ
ク
ロ
経
済
を
考
え
た
取
組

み
が
稀
薄
で
あ
り
、
昔
な
が

ら
の
予
算
配
分
で
は
、
経
済

効
果
な
ど
期
待
す
る
方
に

無
理
が
あ
る
。
こ
れ
以
上
の

他
県
と
の
格
差
拡
大
は
絶

対
に
許
さ
れ
な
い
。
県
行

政
は
謙
虚
に
現
実
と
向
き

合
う
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
。 

 

提
案
理
由
は
「
全
国
で
最

大
の
現
金
給
与
総
額
の
下

落
。
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
最
低
の

成
長
率
の
奈
良
県
に
お
い

て
、
議
員
と
し
て
の
改
革
に

向
か
う
本
気
の
姿
勢
を
示

す
べ
き
で
あ
る
」
旨
の
提
案

を
行
っ
た
。 

 

「
維
新
」
議
員
団
は
、
「
本

格
的
な
改
革
は
未
だ
こ
れ

か
ら
で
あ
り
、
古
い
体
質
を

改
善
し
、
県
民
に
事
実
を

全
て
公
開
す
る
。
県
民
に

見
え
な
い
場
所
で
、
ぬ
く
ぬ

く
と
胡
座
（
あ
ぐ
ら
）
を
か

く
議
会
な
ど
現
在
の
日
本

に
は
必
要
な
い
。
奈
良
県
の

実
情
を
考
え
た
場
合
、
大

和
時
間
は
通
用
し
な
い
」
。

県
民
に
軸
足
を
お
い
た
政

治
を
邁
進
す
る
。 

 

会
派
「
な
ら
維
新
の
会
」
で

は
、
県
人
事
委
員
会
に
よ
る

不
適
正
な
勧
告
に
基
づ
く
議

会
採
決
に
は
従
え
ず
、
別
途

支
給
さ
れ
た
手
当
て
引
上

げ
全
額
を
、
奈
良
県
法
務
局

に
供
託
し
た
。
同
時
に
、
今

後
支
給
さ
れ
る
引
上
げ
額

も
、
引
続
き
供
託
手
続
き
行

う
決
定
を
会
派
全
一
致
で

採
決
し
た
。 

奈良県民みなさまのお声をお聞かせください！ nara.ishin@outlook.com 

  

議
員
手
当
引
上
げ
可
決 

  

ま
さ
か
の
結
果
！ 

維
新
大
反
対 

 

平
成
28
年
２
月
議
会
に
て

左
図
の
通
り
、
賛
成
多
数
で

議
員
の
期
末
手
当
（
ボ
ー
ナ

ス
）
引
上
げ
が
可
決
さ
れ
た
。

議
員
報
酬
を
一
割
削
減
し

て
数
ヶ
月
も
経
た
な
い
状
況

で
、
驚
く
べ
く
表
決
結
果
で 

あ
る
。
手
当
て
引
上
げ
は
、

知
事
か
ら
提
案
さ
れ
た
。
奈

良
県
人
事
委
員
会
の
引
上

勧
告
が
理
由
だ
が
、
「
な
ら

維
新
の
会
」
の
勧
告
書
解
析

の
結
果
、
奈
良
県
企
業
従
業

員
数
の
上
位
2
％
強
を
対

象
と
し
た
統
計
学
上
、
完
全

に
不
適
正
な
勧
告
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
採
決
を
行

う
本
会
議
前
の
代
表
質
問

に
お
い
て
、
川
田
県
議
が
維

新
を
代
表
し
人
事
委
員
会

に
疑
義
を
追
及
し
た
が
、
意

味
不
明
の
答
弁
に
終
始
し
、

質
問
内
容
に
明
確
な
回
答

は
最
後
ま
で
答
弁
さ
れ
な

か
っ
た
。 

 

本
来
な
ら
ば
議
会
が
紛
糾

す
る
事
件
で
あ
る
が
、
問
題

に
も
さ
れ
ず
可
決
さ
れ
た

「
知
事
の
提
案
は
何
で
も
可

決
」
と
い
う
姿
勢
は
、
議
会
の

本
旨
か
ら
遺
憾
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。 

 

正
副
知
事
及
び
奈
良
県
職

員
の
給
与
も
同
人
事
委
員

会
の
不
適
正
な
勧
告
を
基
に
、

同
様
の
可
決
が
な
さ
れ
て
い

る
（
維
新
は
同
案
に
つ
い
て
も

反
対
）
。
言
わ
ず
も
が
な
だ

が
、
関
西
圏
最
大
の
県
Ｇ
Ｄ

Ｐ
マ
イ
ナ
ス
成
長
の
中
で
、
僅

か
２
％
強
の
企
業
を
対
象
と

し
た
不
適
正
な
勧
告
に
基
づ

く
決
定
は
、
県
民
の
実
態
と

か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
多
く
の
意
見

か
ら
、
今
後
も
更
な
る
追
及

を
行
う
方
針
で
あ
る
。 

維
新 

国
へ
供
託 

 
 

会派名 賛成 反対
自由民主党 11 0
自民党奈良 8 0
日本共産党 0 5
創生奈良 2 3
なら維新の会 0 5
現・民進党 4 0
公明党 3 0
自民党絆 2 0

「議員期末手当の引上げ」の採決

 

奈
良
県
議
会
で
は
、
平
成  

27
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、

奈
良
県
報
酬
条
例
制
定
（
昭

和
３
１
年
）
以
降
、
は
じ
め
て

の
議
員
提
案
に
よ
る
議
員
報

酬
一
割
削
減
を
全
会
一
致
で

可
決
し
た
。 

 

報
酬
削
減
（
案
）
は
、
8
月

の
各
派
連
絡
会
で
「
維
新
」
が

提
案
し
た
。
奈
良
県
の
経
済

大
低
落
の
説
明
か
ら
、
賛
同

を
得
た
。
「
維
新
」
で
は
、
統

一
地
方
選
挙
に
お
い
て
「
身

を
切
る
改
革
」
を
公
約
し
て

お
り
、
改
選
後
す
ぐ
に
、
議

員
報
酬
条
例
の
改
正
（案
）及

び
提
案
理
由
の
作
成
に
着
手

し
て
い
た
。 

 
 

 

現
在
で
、
大
阪
府
、
滋
賀
県

に
次
い
で
全
国
三
番
目
に
低

い
報
酬
と
な
っ
た
。 

 

 

県
議
員
報
酬
・
一
割
削
減 

 
 

維
新
公
約
・
60
年
ぶ
り
の
減
額 

行政都合の県政はもう要らない！ 県民中心の県政を！ 


